
研究調査部Ⅰ 実践報告  
１ 本年度の重点 

資質・能力の三つの柱は，単位時間ごとに均等に高

まっていくとは限らない。教師が児童の資質・能力の

高まりを見届ける場合，知識及び技能は単位時間で見

届けることがある程度可能であろう。しかし，思考力，

判断力，表現力等や学びに向かう力，人間性等は単元

を通して見届けたり，複数単元にわたって見届けたり

する必要がある。そこで，今年度は，「単元を通して数

学的に考える児童を育成する」をキーワードとし，指

導内容の系統性と働かせる数学的な見方・考え方を明

確にして授業実践を行っていくこととした。授業実践

の重点は以下のようである。 

【重点１】数学的な見方・考え方と数学的に考える児

童を育てる数学的活動の明確化 
【重点２】数学的に考える児童を見届ける視点を明ら

かにした指導改善 

資質・能力を高め，数学的に考える児童を育成して

いくためにはＩＣＴの活用が有効である場合がある。

数学的活動や見届ける方法などにおいて，ＩＣＴが有

効だと考えられる場合には積極的に活用していくこ

とも大切にしてきた。 

以上のことをふまえ，本年度の実践を報告する。 

２ 研究実践 

実践① 第５学年「平均」 

各務原市立川島小学校 小暮 あゆみ 教諭 

【実践の内容】  

本単元において，育みたい資質・能力は以下の様で

ある。 
・平均を求める方法を図や式を使って考えることがで

きる。 
・平均の意味を理解し，平均の考えを用いて問題を解

くことができる。 
・平均を活用できる場面を考え，生かそうとしている。 
 これらの資質・能力を育むために，単元の中で次の

数学的活動を大切に指導する。 
・図と式をつなげて考えること。 
・「平均」の意味や式，式や図に表れる数の意味を明確

にすること。 
・活用できそうな生活や学習の場面を考えること。 

【実践の振り返り】 

（１）平均を求める方法を図や式を使って考えること 
 「それぞれ違う量のジュースをならすと一人分はど

れだけになるか」という問題について，児童は図や式

を使って考えを表した。多くの児童は，「多いところか

ら少ないところに移してならす」という考えであった。

数人が「全部を合わせてから等分する」という考え方

だった。その図から，「この考え方を式にするとどうな

りますか。」と問うことで，式と図をつなげて考えられ

るようになった。 
（２）平均の意味を理解し，問題を解くことができる

こと 
 児童の様子を見ていると，同じパターンの問題はす

ぐに解くことができるが，問題が少し変わると，分か

らなくなってしまう傾向にある。立式ができてもそれ

が何を求めている式なのか理解していない姿が多く

見られた。よって，単元の始めから，式を立てるとき

は，何を求めようとしているのか，式の中に出てくる

量が何を表しているのかを明らかにしていくように

した。 
（３）平均を活用できる場面を考えること 
 単元を通して「平均」が日常生活で使えそうな場面

や使ってみたい場面を振り返りに書くようにした。振

り返りでは，「身長や 50ｍ走のタイムなどでも使われ
ているのを見たことがあるから使ってみたい。」「買い

物したときにも平均でどれくらい使ったか求められ

そう。」など，日常生活でも活用できる場面を考えるこ

とができた。 
【ＩＣＴ活用】 
 考えを交流する場面では，図や式を使って考えた自

分の考えを写真に撮り，ロイロノートに送り，全体で

共有できるようにした。児童同士が仲間の考えと自分

の考えを自ら比べて考えることができた。「聞いてみ

たい仲間の考えはありますか。」と投げかけることで，

目的を児童がもって交流することができた。 
単位時間の終末では，問題を解くだけでなく，児童

の考え方を見届けるために ICTを活用した。児童が説
明を録音し，ロイロノートで提出するようにした。教

師はその説明を聞き，曖昧なところはコメントを付け

て返却する。全員の説明を聞くことができ，平均の意

味を本当に理解して求めているのかが把握できた。 
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実践② 第４学年「倍とかけ算，わり算」 

岐阜市立長良小学校 桒原 秀雄 教諭 

【実践の内容】  

本単元において働かせたい数学的な見方・考え方を

次のように設定し単元を構想した。 

（数学的な見方） 

何倍か（P）は A÷B で求められる。基準量Ｂを１

とみたときに，比較量ＡはＰにあたると捉えることが

できる。 

（数学的な考え方） 

出てくる数値をテープと数直線図に付箋ではって，

どの数に何が対応するかを考えながら，数量の関係を

捉える。 

 これらの数学的な見方・考え方を働かせ，実感を伴

いながら数量の関係を捉えられる姿を目指し，単元の

中で次の数学的活動を大切に指導する。 

・「テープ図メーカー」を使用し，子どもたち１人１人

が手元で操作を行うこと。 

・「数直線図ものさし」を活用し，具体的な操作をノー

トに残すこと。 

【実践の振り返り】 

（１）「テープ図メーカー」を使用し，子どもたち１人

１人が手元で操作を行うこと 

操作をもとにして，数量の関係を捉えることができ

るようにするために，ラミネートをした数直線図の上

に，もとにする大きさのチップを実際に並べられるよ

うにし，さらに，問題の数量を付箋に書いてどの場所

にどの数が対応しているかを貼って動かせるように

したアイテム「テープ図メーカー」を用意した。 

チップと付箋を使うことで，もとにする大きさを１

とみた時に，比べる量がいくつにあたるのかを体感的

に理解でき，また，問題に出てくる数量を試行錯誤し

ながら，テープに対応させることで，正しく数量の関

係を捉えることができた。 

第２時，何倍かを求める方法を考える時間の導入に

おいて，子どもたちは次のように発言した。 

A児：もとにする大きさは赤のテープの 8ｍだと思い
ます。赤のテープの何倍と言っているから，こ

こ(黒板のテープ図メーカーをさしながら)のも

とにする大きさは赤のテープです。 

Ｂ児：私は式が言えて，式は２４÷８だと思います。

どうしてかというと□×８＝２４になるから

です。 

(ん？ それは少し違う でもさ。) 

つぶやき。 

Ｃ児：ぼくはＢさんとは少し違って，８×□になると

思います。ここのもとにする大きさ８ｍを何倍

かをすると，ここの２４ｍになるから□×８で

はなくて，８×□になると思います。 

Ａ児はテープと数直線の図のどこにどの数が対応

するかを捉えることができている。また，Ｃ児のよう

に「テープ図メーカー」で操作をしたことをもとにし

て，立式の根拠を明らかにする姿も生まれた。 

（２）「数直線図ものさし」を活用し，具体的な操作を

ノートに残すこと 

テープ図メーカーを使って捉えた数量の関係を厚

紙に目盛りと，もとにする大きさを表した「数直線図

ものさし」を活用して，テープと数直線図に表すこと

ができるようにした。「数直線図ものさし」を活用しな

がら比べる量はもとの大きさのいくつにあたるのか

を考え，どこまで，長さをとればよいのかと体感を伴

いながらテープと数直線図に表すことができた。２４

ｍは８ｍをもとにした時に３つ分だから，８ｍを１と

みた時に，２４ｍは３にあたると理解を深める姿につ

ながった。 

【ＩＣＴ活用】 

 学びを生かす場として，基準量を１とみたときに，

比較量がいくつにあたるのかを生活場面にあてはめ

た問題に取り組んだ。「OneNote」に共有したい画像

を提示し，子どもたちはその画像に自身の考えを書き

こみながら，仲間と交流した。画像に書きこみ，それ

を共有することで，何を基準量として求めているのか

をはっきりさせて交流することができた。そして，め

んつゆをつくる時には，めんつゆの原液を１とした時

に，お湯を６にすればよいと気付くことができた。 
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単元指導計画 倍とかけ算，わり算（全５時間） 

（１）評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

比較量を求める場合は乗法，比較量が基準量
の何倍かを求める場合や，基準量を求める場合
は除法が用いられていることを理解するとと
もに，割合の意味を理解し，割合を用いて数量
の関係を比べている。 

図を用いて，基準量，比較量，割
合の関係を捉え，説明している。ま
た，割合に着目し，ゴムののび方な
どの比べ方を考え，場面に合った比
べ方を判断している。 

図を用いて数量の関係を捉えよう
としている。また，場面に合った数
量の関係の比べ方を追求しようとし
たり，それを生活や学習に生かそう
としたりしている。 

（２）特に関連する単元  

 

 

 

 

 

（３）本単元で目指す「数量の関係を捉える力」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）単元の流れ 

時 ねらい 学習活動（   問題   課題   まとめ） 評価規準【評価の重点】 
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伸び方を比べる時

には，差を求めるの

ではなく，整数倍(割

合)を使って比べる

ことが必要であると

考えることができ

る。 

 

 
 

テープ図メーカーを活
用して，問題場面に応じ
て数量の関係を正しく捉
え，のび方や点数の上が
り方の比べ方について考
えている。 

【思考・判断・表現】 

第

５

時 

基本的な学習内容

を理解しているか確

認し，習熟を図る。 

 

 

 

比較量を求めるときに

は乗法，割合や基準量を

求める時には除法が用い

られることを理解してい

る。また，割合を用いて

数量の関係を比べてい

る。   【知識・技能】 

黄色のテープの長さは 24ｍです。これは赤のテープの
長さの 4倍です。赤のテープの長さは何ｍですか。 

もとにする大きさはわり算で求めることができる。 
今までと同じようにテープに表すと場面や式が分かり
やすくなる。 

もとにする大きさの求め方を考えよう。 

④  整数倍，小数倍の関係について，“倍を表すテープと数直線図”“もとにする量と比べる量を表す数直線図”に，「既知の２つの数量」，
「１倍」，「未知の数量（□）」を位置付けることができ，それをかけ算（わり算）の式で表すことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤のテープの長さは 2ｍです。緑のテープの長さは，赤
のテープの長さの 3 倍です。緑のテープの長さは何ｍ
ですか。 
テープ図を使って，何倍かした大きさの求め方を考えよ
う。 
何倍かした大きさを求めるときには，もとにする大き
さのいくつ分かを考えてかけ算をすればよい。 

5ｃｍのゴム(あ)をいっぱいまでのばしたら，15ｃｍに
なりました。また 10ｃｍのゴム(い)をいっぱいまでの
ばしたら，20ｃｍになりました。どちらのゴムのほう
がよくのびるといえますか。 
のび方の比べ方を考えよう。 

のび方を比べる時は，差ではなく，もとにする大きさ
の何倍かを考えればよい。 

本時 

今までに学習したことを使って倍とかけ算，わり算の練
習問題をとこう。 

比べる量を□とし

てテープと数直線

の図に表すことが

できる。(第１時) 

何倍かを□として

テープと数直線の

図に表すことがで

きる。(第２時) 
もとにする量を□

としてテープと数

直線の図に表すこ

とができる。 
(第３時) 

何倍かを表す数が

割合ということを

テープと数直線の

図で理解できる。    
(第４時) 

   

３年 倍とかけ算，わり算 
・比較量を求める乗法 
・何倍かを求める除法 
・基準量を求める除法 
〇テープ図で数量関係を捉える。 

４年 倍とかけ算，わり算 
・整数倍の三用法 
・簡単な場合の割合 
〇テープと数直線図を用い

て割合の考え方を導入。 

５年 割合 
・割合，比較量，基準

量の関係と求め方 
・割合の活用 
〇倍と割合を統合。 

４年 小数と整数のかけ算 
５年 小数のわり算 
５年 分数と小数，整数 
・小数倍と乗法，除法の関係。

〇小数倍，分数倍の定義。 



実践③ 第５学年「速さ（単位量あたりの大きさ）」 

高山市立北小学校 福山 勇希 教諭 

【実践の内容】  

本単元において，育みたい資質・能力は以下の様で

ある。 
・単位量当たりの大きさの用語とその意味を理解し，

速さなどの単位量当たりの大きさを計算で求めて

比べることができる。 

・混み具合や速さなどについて，一つの量だけでは比

べられないことに着目し，一方の量をそろえてもう

一方の量を図や式と関連付けて説明し，比較するこ

とができる。 

・混み具合や速さの比べ方について，数学的に表現・

処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよ

りよいものを求めて粘り強く考えることができる。

また，身の回りで単位量当たりの大きさが用いられ

ている場面を見つけるなど，学習したことを生活や

学習に生かそうとすることができる。 

これらの資質・能力を育むために，単元の中で次の

数学的活動を大切に指導する。 
・これまでに児童が学んできた測定の過程に焦点を当

て，「比較するためにはどの数量に着目する必要が

あるか」「（一方の数量を）揃えて他方の数量で比較

すると良さそうだ」「どのようにして数値化し，どの

数値を比較するか」といった数の意味を考えるこ

と。 
・数量の関係を適切に読み取ることができるように，

児童が数量やその関係を図や式，数で表現したり，

図や式，数の意味や思考の過程を説明したりするこ

と。 
【実践の振り返り】 

（１）数の意味を考えること 

動画を見せて，速さのイメージを具体化させながら，

速い方の 判断を尋ねることで，児童は，速さは「時間」

だけでなく，「道のり」と「時間」の２つの数量関係で

決まることに気付くことができた。 
そして，〈道のりが同じＡ場面〉〈時間が同じＢ場面〉

を示し，速いと判断できる理由を尋ねた。 
「道のりが同じ場合，時間が短い方が速い」 
「時間が同じ場合，道のりが長い方が速い」 
と，２つの場面について判断の根拠を明確にすること

ができた。 
（２）数量やその関係を図や式，数で表現したり，図

や式，数の意味や思考の過程を説明したりする

こと 
「時間」「道のり」がちがうとき，時間や道のりを１ 
あたりにそろえることで速さが比べられるか確かめ

よう。という課題に向けて児童は追究を進めた。児童

が次の３つの視点をもって追究を進め，根拠を明確に

して結論を導けるように板書に位置付けた。 
①「どの数量を（１あたりで）そろえたのか」 
②「どの数量で比較したのか」 
③「なぜ，速いと判断できるのか（～だから…の方 
が速い）」 
そろえる数量，比べる数量，判断の根拠の３つを意

識できるようにすることで，式や数直線図が表す意味

を説明したり，相手の表現を解釈したりして交流する

姿が見られた。 

【ＩＣＴ活用】 
「速さ」は，「混み具合」と同じ「単位量あたりの大

きさ」であるが，「時間」という量があるため絵図だけ

ではイメージしにくい。そこで，動画を活用すること

で児童は共通のイメージのもと，考えを進めていくこ

とができ，「時間」と「道のり」の関係に気付くことが

できたと考える。 



単
元
の
構
想

  ５
年

 単
元
名
「
単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
」
（
全
１
１
時
間
）

                                                                                                             
高
山
市
立
北
小
学
校

 福
山

 
単
元
の
目
標

 
      

評
価
規
準

 

          
 

 

   
 

 
 

            

知
識
及
び
技
能

 
思
考
力
，判
断
力
，表
現
力
等

 
学
び
に
向
か
う
力
，人
間
性
等

 
・単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
の
用
語
␀
そ
の
意
味
を
理
解
し
，い
ろ
い
ろ
␂
単
位
量
あ
た
り

の
大
き
さ
を
求
め
⏾
比
べ
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

・速
さ
の
意
味
や
表
し
方
，及
び
，速
さ
，道
の
り
，時
間
の
求
め
方
を
理
解
し
，計
算
⏿

求
め
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

・混
み
具
合
や
速
さ
␂
␁
␃
つ
い
⏾
，一
つ
の
量
だ
け
⏿
は
比
べ
ら
れ
␂
い
こ
␀
␃
着
目

し
，一
方
の
量
を
そ
ろ
え
⏾
も
う
一
方
の
量
を
図
や
式
を
関
連
付
け
⏾
比
較
す
る
こ
␀
が

⏿
き
る
。 

・速
さ
の
意
味
や
数
直
線
図
を
も
␀
␃
し
⏾
，道
の
り
や
時
間
を
求
め
る
式
を
考
え
，説
明

す
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

・混
み
具
合
や
速
さ
の
比
べ
方
␃
つ
い
⏾
，単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
用
い
⏾
多
面
的

␃
追
及
す
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

・身
の
回
り
⏿
単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
が
用
い
ら
れ
⏾
い
る
場
面
を
見
つ
け
る
␂
␁
，

生
活
や
学
習
␃
生
か
そ
う
␀
し
⏾
い
る
。 

知
識
・技
能

 
思
考
・判
断
・表
現

 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

 
・異
種
の
二
つ
の
量
の
割
合
␀
し
⏾
捉
え
ら
れ
る
数
量
␃
つ
い
⏾
，そ
の
比
べ
方
や
表
し

方
␃
つ
い
⏾
理
解
し
⏾
い
る
。 

・単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
␃
つ
い
⏾
理
解
し
⏾
い
る
。 

・異
種
の
二
つ
の
量
の
割
合
⏿
捉
え
ら
れ
る
速
さ
や
人
口
密
度
␂
␁
を
比
べ
た
り
表
し

た
り
す
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

・異
種
の
二
つ
の
量
の
割
合
␀
し
⏾
捉
え
ら
れ
る
数
量
の
関
係
␃
着
目
し
，目
的
␃
応
じ

た
，大
き
さ
の
比
べ
方
や
表
し
方
を
考
え
⏾
い
る
。 

・日
常
生
活
の
問
題
（
活
用
問
題
）
を
，単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
活
用
し
⏾
解
決
し
⏾

い
る
。 

・異
種
の
二
つ
の
量
の
割
合
␀
し
⏾
捉
え
ら
れ
る
数
量
の
関
係
␃
着
目
し
，単
位
量
あ
た

り
の
大
き
さ
を
用
い
⏾
比
べ
る
こ
␀
の
よ
さ
␃
気
付
き
，学
習
し
た
こ
␀
を
生
活
や
学
習

␃
活
用
し
よ
う
␀
し
⏾
い
る
。 

・単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
活
用
⏿
き
る
場
面
を
身
の
回
り
か
ら
見
つ
け
よ
う
␀
し
⏾
い

る
。 

【
単
元
の
出
口
の
児
童
の
意
識
】

 
・混
み
具
合
や
速
さ
の
よ
う
␃
２
つ
の
数
量
を
も
␀
␃
し
⏾
表
さ
れ
る
数
量
は
，単
位
量
あ
た
り
の
大
き

さ
⏿
表
す
␀
，比
べ
や
す
い
こ
␀
が
分
か
っ
た
。 

・比
例
関
係
や
平
均
の
考
え
方
を
用
い
␂
が
ら
，２
つ
の
数
量
の
関
係
␃
着
目
し
⏾
考
え
⏾
い
く
こ
␀

は
，こ
れ
か
ら
の
学
習
⏿
も
使
え
そ
う
だ
。 

・身
の
回
り
⏿
は
，さ
ま
ざ
ま
␂
数
量
が
場
面
や
目
的
␃
あ
っ
た
単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
⏿
表
さ
れ
⏾

い
る
こ
␀
が
分
か
っ
た
。 

【
単
元
の
入
り
口
の
意
識
】

 “
何
を
調
べ
れ
ば
”
混
み
具
合
を
比
べ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。→
「
人
数
」
␀
「
面
積
」
の
２
つ
の
数
量
か
ら
混
み
具
合
は
分
か
り
そ
う
だ
。→
␁
ち
ら
か
を
そ
ろ
え
⏾
考
え
る
こ
␀
⏿
，混
み
具
合
を
比
べ
る
こ
␀
が
⏿
き
そ
う
だ
。 

１
.２

  混
み
具
合
の
比
べ
方

 
混
み
具
合
を
比
べ
る
た
め
␃
は
，面
積
␀
人
数
の
２
つ
の
量
の
関
係
␃
着
目
し
，␁
ち
ら
か
一
方
を
そ
ろ
え
⏾
考

え
る
␀
良
い
こ
␀
を
，図
␀
式
を
関
連
付
け
⏾
説
明
⏿
き
る
。 

課
題

 

混
み
ぐ
あ
い
は
，面
積
か
人
数
の
␁
ち
ら
か
を
そ
ろ
え
る
こ
␀
⏿
比
べ
ら
れ
る
か
確
か
め
よ
う
。 

追
究
時
の
児
童
の
様
相

 

・『
面
積
か
人
数
を

   ␃
揃
え
た
』
を
図
や
式
␃
表
す
。も
う
一
方
の
数
量
の
意
味
を
話
し
⏾
比
べ
る
。 

見
方
・考
え
方

 

・人
数
を
１
人
␃
そ
ろ
え
⏾
１
人
が
␁
れ
だ
け
の
広
さ
を
使
え
る
か
を
考
え
た
り
，シ
ー
ト
の
枚
数
を
１
枚
␃
そ
ろ
え

⏾
１
枚
の
シ
ー
ト
（
広
さ
）
を
何
人
⏿
使
う
か
を
考
え
た
り
す
れ
ば
混
み
具
合
が
比
べ
ら
れ
る
。 

・␁
ち
ら
か
を
そ
ろ
え
る
こ
␀
⏿
，数
⏿
混
み
具
合
を
表
し
⏾
比
べ
る
こ
␀
が
⏿
き
る
か
ら
分
か
り
や
す
い
。 

・人
数
や
シ
ー
ト
が
増
え
⏾
も
，シ
ー
ト
１
枚
あ
た
り
の
人
数
や
，１
人
あ
た
り
の
シ
ー
ト
の
枚
数
⏿
考
え
る
␀
混
み

具
合
を
比
べ
ら
れ
る
。 

 

３
  単

位
量
あ
た
り
の
大
き
さ

 
混
み
具
合
以
外
␃
も
異
種
の
２
つ
の
量
の
割
合
␀
し
⏾
捉
え
ら
れ
る
様
々
␂
数
量
が
あ
る
こ
␀
を
理
解
し
，

そ
れ
ら
を
１
あ
た
り
の
大
き
さ
⏿
比
べ
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

課
題

 

「
安
さ
」
や
「
燃
費
」
や
「
␀
れ
高
」
␂
␁
の
量
も
，１
あ
た
り
の
大
き
さ
を
使
っ
⏾
比
べ
る
こ
␀
が
⏿
き
る
か

確
か
め
よ
う
。 

追
究
時
の
児
童
の
様
相

 

・「
１

   あ
た
り
⏿

    」
の
言
葉
␀
図
や
式
␃
表
れ
る
数
量
を
つ
␂
げ
⏾
説
明
す
る
。 

見
方
・考
え
方

 

・１
枚
あ
た
り
何
人
や
１
人
あ
た
り
何
枚
⏿
，混
み
具
合
を
比
べ
た
か
ら
，安
さ
も
長
さ
を
そ
ろ
え
る
こ
␀
⏿
，

１
ｍ
あ
た
り
何
円
␂
␁
，単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
⏿
比
べ
ら
れ
そ
う
。 

・混
み
具
合
以
外
␃
も
，「
安
さ
」
␂
␁
も
１
ｍ
あ
た
り
の
値
段
⏿
考
え
る
␀
，単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
⏿
比

べ
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

４
  人

口
密
度

 
１
㎢
あ
た
り
の
人
口
⏿
比
べ
る
こ
␀
⏿
，地
方
や
都
道
府
県
␂
␁
の
人
口
の
混
み
具
合
が
分
か
る
こ
␀
を

理
解
し
，計
算
⏿
求
め
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

課
題

 

１
㎢
あ
た
り
の
人
口
を
求
め
る
こ
␀
⏿
，人
口
密
度
が
比
べ
ら
れ
る
か
確
か
め
よ
う
。 

追
究
時
の
児
童
の
様
相

 

・「
１
㎢
あ
た
り
␃

    人
」
の
言
葉
␀
式
や
数
量
を
つ
␂
げ
⏾
説
明
す
る
。 

見
方
・考
え
方

 

・人
口
密
度
␂
␁
の
自
分
た
ち
の
生
活
␃
関
わ
る
大
き
␂
数
量
も
，単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
使
っ
⏾
表

す
こ
␀
⏿
，比
べ
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

５
 単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ

 た
し
か
め
問
題

  単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
の
意
味
や
求
め
方
を
理
解
し
，数
量
の
意
味
を
考
え
␂
が
ら
比
較
す
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。
 

 

６
  速

さ
の
比
べ
方
（
本
時
）

 
速
さ
を
比
べ
る
た
め
␃
は
，道
の
り
␀
時
間
の
２
つ
の
量
の
関
係
␃
着
目
し
，␁
ち
ら
か

一
方
を
そ
ろ
え
⏾
単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
⏿
考
え
る
␀
良
い
こ
␀
を
，図
␀
式
を
関
連

付
け
⏾
説
明
⏿
き
る
。 

課
題

 

速
さ
は
，道
の
り
か
時
間
の
␁
ち
ら
か
を
そ
ろ
え
る
こ
␀
⏿
比
べ
ら
れ
る
か
確
か
め
よ
う
。 

追
究
時
の
児
童
の
様
相

  （
１
あ
た
り
の
大
き
さ
を
求
め
る
こ
␀
⏿
）

 

・「
１
秒
あ
た
り
␃

    進
む
」
「
１
ｍ
あ
た
り
␃

    秒
か
か
る
」
の
言
葉
␀
図
や
式
␃

表
れ
る
数
量
を
つ
␂
げ
⏾
説
明
す
る
。 

見
方
・考
え
方

 

・道
の
り
␀
時
間
が
違
う
場
合
⏿
も
，１
秒
あ
た
り
␃
走
る
道
の
り
や
１
ｍ
あ
た
り
␃
か
か

っ
た
時
間
⏿
１
あ
た
り
の
大
き
さ
␃
そ
ろ
え
る
こ
␀
⏿
速
さ
を
比
べ
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

・␁
ち
ら
の
考
え
方
も
１
あ
た
り
␃
揃
え
⏾
考
え
⏾
い
る
。速
さ
も
単
位
量
あ
た
り
の
大
き

さ
の
考
え
方
⏿
比
べ
ら
れ
る
。→
速
さ
も
単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
の
一
つ
⏿
あ
る
。 

７
  速

さ
の
表
し
方

 
一
般
的
␃
速
さ
が
単
位
時
間
␃
進
む
道
の
り
⏿
表
さ
れ
る
こ
␀
を
理
解
し
，道

の
り
␀
時
間
か
ら
「
時
速
」
「
分
速
」
「
秒
速
」
を
求
め
る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

課
題

 
1
“
時
間
”あ
た
り
␃
走
る
道
の
り
⏿
速
さ
を
求
め
，比
べ
よ
う
。 

追
究
時
の
児
童
の
様
相

 
・「
１
時
間
⏿

    走
る
速
さ
」
の
言
葉
␀
図
や
式
␃
表
れ
る
数
量
を
つ
␂
げ

⏾
説
明
す
る
。 

見
方
・考
え
方

 
・時
速
␂
␁
「
１

    あ
た
り
の
道
の
り
」
⏿
速
さ
を
表
す
␀
，速
い
ほ
␁
数
が

大
き
く
␂
る
か
ら
比
べ
や
す
い
。 

・１
時
間
あ
た
り
␃
走
る
道
の
り
だ
け
⏿
␂
く
，１
分
あ
た
り
，１
秒
あ
た
り
␀
場
面

␃
合
わ
せ
た
速
さ
の
単
位
を
使
い
分
け
る
␀
便
利
だ
。 

１
１

 速
さ

 た
し
か
め
問
題

   
速
さ
の
意
味
や
求
め
方
を
理
解
し
，

数
量
の
意
味
を
考
え
␂
が
ら
比
較
す

る
こ
␀
が
⏿
き
る
。 

８
  道

の
り
の
求
め
方

 
数
直
線
図
や
速
さ
を
求
め
る
式
を
も
␀
␃
し
⏾
，道
の
り
が
「
速
さ
×
時
間
」
⏿

求
め
ら
れ
る
こ
␀
を
説
明
⏿
き
る
。 

課
題

 

速
さ
␀
時
間
を
も
␀
␃
，道
の
り
の
求
め
方
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
。 

追
究
時
の
児
童
の
様
相

 

・式
の
根
拠
を
数
直
線
図
や
速
さ
を
求
め
る
式
␀
つ
␂
げ
⏾
表
す
。 

見
方
・考
え
方

 

・数
直
線
図
を
も
␀
␃
，時
間
が
○
倍
␃
␂
る
␀
，道
の
り
も
○
倍
␃
␂
る
か
ら
，

道
の
り
は
「
速
さ
×
時
間
」
⏿
表
さ
れ
る
。 

・道
の
り
を
□
␀
し
⏾
速
さ
を
求
め
る
式
␃
当
⏾
は
め
る
␀
，道
の
り
を
求
め
る

式
は
「
速
さ
×
時
間
」
␃
␂
る
␀
分
か
る
。 

・時
間
は
，␁
の
よ
う
␂
式
⏿
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。 

１
０

  単
位
が
違
う
速
さ
の
比
べ
方

 
速
さ
の
単
位
が
ち
が
う
場
面
⏿
は
，速
さ
の
単
位
を
そ
ろ
え
る
こ
␀
⏿
速
さ
を
比
べ
る
こ
␀
が
⏿
き
る
こ
␀
を
説
明
⏿
き
る
。 

課
題

 

単
位
が
ち
が
う
速
さ
は
，␁
ち
ら
か
␃
そ
ろ
え
る
こ
␀
⏿
比
べ
ら
れ
る
か
確
か
め
よ
う
。 

追
究
時
の
児
童
の
様
相

 

・「
１
分
あ
た
り
␃

    進
む
」
「
１
時
間
あ
た
り
␃

    進
む
」
の
言
葉
␀

 

数
直
線
図
を
つ
␂
げ
⏾
説
明
す
る
。 

９
  時

間
の
求
め
方

 
数
直
線
図
や
道
の
り
を
求
め
る
式
を
も
␀
␃
し
⏾
，時
間
が
「
道
の
り
÷
速
さ
」

⏿
求
め
ら
れ
る
こ
␀
を
説
明
⏿
き
る
。 

課
題

 

速
さ
␀
道
の
り
を
も
␀
␃
，時
間
の
求
め
方
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
。 

追
究
時
の
児
童
の
様
相

 

・式
の
根
拠
を
数
直
線
図
や
道
の
り
を
求
め
る
式
␀
つ
␂
げ
⏾
表
す
。 

見
方
・考
え
方

 

・数
直
線
図
を
も
␀
␃
，時
間
が
○
倍
␃
␂
る
␀
，道
の
り
も
○
倍
␃
␂
る
か
ら
，

時
間
は
「
道
の
り
÷
速
さ
」
⏿
求
め
ら
れ
る
。 

・時
間
を
□
␀
し
⏾
道
の
り
を
求
め
る
式
␃
当
⏾
は
め
る
␀
，時
間
を
求
め
る
式

は
「
道
の
り
÷
速
さ
」
␃
␂
る
␀
分
か
る
。 

見
方
・考
え
方

 

・１
時
間
＝
６
０
分
，１
分
＝
６
０
秒
␀
い
う
関
係
を
も
␀
␃
し
⏾
，

×
６
０
や
÷
６
０
を
す
る
こ
␀
⏿
速
さ
の
単
位
を
␂
お
す
こ
␀
が

⏿
き
る
。速
さ
の
単
位
が
ち
が
う
場
合
は
，単
位
を
そ
ろ
え
⏾

か
ら
比
べ
た
り
，計
算
し
た
り
す
る
␀
よ
い
。 

算
数
た
ま
⏾
ば
こ

  
生
活
の
中
␃
は
，『

1
0

0
g
あ
た
り
値
段
』
␂
␁
の
単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
が
使
わ
れ
⏾
い
る
。場
面
や

目
的
␃
応
じ
⏾
，『

     あ
た
り
の
大
き
さ
』
は
変
わ
っ
⏾
い
る
。 



実践④ 第６学年「場合の数」 

岐阜市立長良西小学校 原田 和樹 教諭 

【実践の内容】  

本単元において，育みたい資質・能力は以下の様で

ある。 
・起こり得る場合を順序よく整理するための図や表な

どの用い方を知ること。 

・事象の特徴に着目し，順序よく整理する観点を決め

て，落ちや重なりなく調べる方法を考察すること。 

・数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に

捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考え

る態度や数学のよさに気付き学習したことを生活

や学習に活用しようとする態度を養う。 

これらの資質・能力を育むために，単元の中で次の

数学的活動を大切に指導する。 
・項目を簡略化した記号で表し，図などの表し方をよ

り簡潔にすること。 
・樹形図などの図や表を用い，順列を順序よく整理し

て，落ちや重なりがないように調べること。 
【実践の振り返り】 

第７時では様々な試合の組み合わせの中から，条件

に合うようなものを吟味できるように，次のように問

題を提示した。「１２チームでドッジボールの大会を

開き，優勝チームを決めたい。どのような試合の組み

合わせにするのかを考えよう。ただし，試合は１つの

チーム対１つのチームで行う。（条件：・実力のあるチ

ームが勝ち進めるようにしたい。・大会の期間は，なる

べく短くしたい）」こうした問題を提示することで，児

童は自分で大会を開くために，これまでの学びで得た

数学的な見方・考え方を働かせながら考えることがで

きた。 
樹形図などの図や表を用い，順列を順序よく整理す

る活動として，落ちや重なりがないように調べること。

トーナメントやリーグ戦を用いて，試合の組み合わせ

を考える活動を位置付けた。各々が大会の条件に，優

劣をつけて，解を吟味することにより，納得解を導き

出す学習を進めた。優先する条件によって，試合方式

を決めるため，学級全体として，１つの解を導くので

はなく，各々が納得解を導くことができるようにした。

さらに，考えたことを発展させて，チーム数を変えて

様々な場合について考察した。そうすることにより，

１人１人が根拠をもって自分の考えを進めることが

できた。また，自分の考えを何を用いて表現するとよ

いかを考え，樹形図などの図や表から適切なものを選

ぶことができた。 
単元の終末では，仲間の考えと，自分の考えを統合・

発展させながら吟味することで，各々が納得解を導す

ことができるようになった。さらに，なぜそのような

納得解になったのかを問うことで，大会の条件を踏ま

えて根拠を示すことができるようになった。 
・仲間の意見を聞いて，最初は４チームのリーグ戦で

もいいと思っていたけど，３チームのリーグ戦の方

が，トーナメントが公平でよさそうだ。 
・２４チームで考えたら，６チームで４つのリーグを

つくり，その後各リーグの１位でトーナメントをす

ればよいと思う。 
【ＩＣＴ活用】 

SkyMenu を用いて，学級全員の考えを共有した。
自己の考えを広げたり深めたりするように考えを交

流したい仲間を選んでスクランブルに交流すること

で，解を吟味することができた。 
 
３ 研究実践を振り返って 

【重点１について】 

単元を設計する際，まず指導内容から単元で育みた

い資質・能力を明確にする。次に，その資質・能力を

活用・発揮している児童の姿を描く。そして，その姿

を具現するために数学的活動を考える。単元を通して

指導内容の配列ととも数学的活動は仕組んでいかな

ければならないものである。本年度，単元を通してを

大切にしていくことで，従前の単元構想から資質・能

力を育むのに効果的な単元構想，効果的な数学的活動

を考えることができた。 

【重点２について】 

ＩＣＴを活用することにより，思考力・表現力・判

断力等を見届る方法の幅は格段に広がった。特に，ノ

ート記述等に考えが残りにくい低学年・中学年には動

画を撮るとという方法は非常に有効である。しかし，

学びに向かう力，人間性の評価にはまだまだ改善の余

地が残る。単元の終末を中心に，学びに向かう力，人

間性の評価についてさらに研究を進めていかなけれ

ばならないと考える。 



 
 

単元構想図 場合の数 全８時 

よりよい社会と幸福な人生 

並べ方や組み合わせ方について起こり得る場合を図や表などを用いた整理する仕方を理解し，日常生活

と関連させて，様々な場合の総数や組み合わせを落ちや重なりがないように順序良く調べようとする素地

を養う。 

育成すべき資質・能力と単元のねらい 

【知識及び技能】 

ア）起こり得る場合を順序よく整理する

ための図や表などの用い方を知る

こと。 
 

【思考力，判断力，表現力等】 

ア）事象の特徴に着目し，順序よく整理

する観点を決めて，落ちや重なりな

く調べる方法を考察すること。 

【学びに向かう力，人間性等】 

ア）数学的に表現・処理したことを振り

返り，多面的に捉え検討してよりよ

いものを求めて粘り強く考える態

度を養う。 

イ）数学のよさに気付き学習したことを

生活や学習に活用しようとする態

度を養う。 

 並べ方や組み合わせ方の総数について，起こり得る場合を，図や表などを用いて順序良く整理して調べる

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでに育成された資質・能力 

【知識及び技能】 

・「質的データ」や「時系列データ」，「量
的データ」を目的に応じて，表などに

分類整理すること。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・表などに表されたデータの特徴や傾

向を捉えること。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・日常生活で，表などを用いて，分かり

やすく整理すること。 

・身の回りの生活のスポーツ大会など

は，算数の学習を通して，効率的にな

ったり豊かになったりすると実感す

ること。 
 

第７時（本時） 
大会で優勝チームを決めるための試合の組み合わ
せについて考える。 

第５，６時 
４種類の中から３種類を選ぶような組み合わせな
どについて考える。トーナメント戦の試合数につ
いて考える。 
第４時 
いくつかの物の中から順番に関係なく２つを選ん
だときの組み合わせが，全部で何通りあるかの求
め方を考える。 
第３時 
コインを何回か投げたときの表と裏の出方が全部
で何通りあるかを考え，並べ方の理解を深める。 
第２時 
全体から一部を取り出して並べるとき，並べ方は
全部で何通りあるのか求め方を考える。 
第１時 
いくつかの物を順番に並べるとき，並べ方は全部
で何通りあるのか求め方を考える。 

第８時 
基本的な学習内容を理解しているか確認し，それ
に習熟する。 

樹形図などの図
や表を用いるこ
とで，順列を順
序よく整理し
て，落ちや重な
りがないように
調べる。 

樹形図などの図
や表を用いるこ
とで，組み合わ
せを順序よく整
理して，落ちや
重なりがないよ
うに調べる。 

「たんきゅう」学習 
ドッジボールの大会を開くための，試合の組み
合わせを，大会期間などをふまえて考え，仲間
と吟味することで納得解を形成する。 

【比較する・広げる・
つなげる】 
発問 
・○○さんの考え方
について，あなたは
どう考えますか。 
 
手立て 
・意図的指名 
・問い返し 

【学びを自覚し，次の
学びや他教科・他領域
等に生かそうとする。】 
 
発問 
・どうしてそのような数
え方をしたのです
か。 
・さらに考えてみたい
ことは何ですか。 

 
手立て 
・意図的指名 
・互いのよさに気付か
せる問い返し 

項目を簡略化し
た記号で表すこ
とで，図などの
表し方をより簡
潔にする。 


